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女子学生の私室における耐久消費財（主に家具）の入手，廃棄に関する傾

向と課題

岡山大教育冨士田　亮子

目的女子学生の私室おける生活用品の保有は他の年代に比べて多く，生活用品保持の問

題が現れやすい。生活用品の入手から廃棄に至る要因を探り／生活用品保有の問題を住牛

活のあり方住空間の櫛戎要素を通しで考えでいこうとするものである。

調査方法女子学生(広島市内短大在学生)を対象に留め置きのアンケート調査を1991年

10月に行い，有効回収数は456票であり，回収率は91.0%である。調査内容は女子学生の
私室取得時期，私室を櫛戎し，床占有面積が大である耐久消費財(主に家具)の入手から

廃棄の時期とその理由の分かるものとした。
結果　i現在所有率が５割を越える品目は学習机と椅子，本棚，洋服ダンス，整理ダン

ス，ペット，オディオ，扇風機ストーブである。これらは多様な生活行為に対応した品

目である。　２ペット類の入手と廃棄時期をみるとベビーペットは入手，廃棄ともに乳幼

鵬で斑二段ペットの入手は独演･ﾉ｣勿贈学年で，鯖則聯学年以降

であり，ペットの入手は中学生以降で，廃棄は高校生以降であるが,▽その数は少なくなる

。ペットは高学年になるほど専用化し，大型化する. 3学習机と椅子の入手は小学校入学

時力侈く，現在まで持ち続けられるか，大学生になって廃棄されている。　４ダンス類に

ついてみると，ベビーダンスの入手は乳幼児期であり，廃棄は乳幼児期，/j畔校低学年で
あり，整理ダンスの入手は小学校入学時・q=学校入学時，廃棄は中学生以降であり，洋別蔓

ダンスの入手時期は¬定しないが，廃棄ぱ大学に入ってからであるが，その例は少ない。

収納家具は自室を持ってから入手する事力多く，現在の私室の構成要素となっている。

2Wp－ ９ 居間における室内装備要因の室内雰囲気に及ぼす影響

奈良女大家政　　○竹原広実　久保博子　磯田憲生　梁瀬度子

　(目的)室内視環境の居住性評価を取り上げ、感覚的に行われてきた室内視環境要素の

室内雰囲気への影響を定量化し、心理的側面からの快適な室内設計を科学的な資料に基づ

いて行う手法を発展させることを目的として、本研究室では数々の研究が行われている。

今回はその一貫として、居間における室内装備要因の室内雰囲気に及ぼす影響を、装備要

因の組み合わせとそれらがっくり'だす色彩の構成の視覚的効果を中心に検討する。

　(方法)　実験対象はソファ、カーテン、クッションといった装備要因とし、評価対象は

実際の居間の写真にＣＲＴ画像処理を施し、実験対象に31種類の色彩を着色し、変化させ

て合計288種を作成した。それらをスライド撮影し、スクリーンに投影して被験者50名に観

察させた。評価方法はSD法を用い、24の評価項目について評価させ、その空間の知覚的効

果を把握した。

　(結果)居間の雰囲気評価に関して、４つの共通因子が析出された。第１因子を価値(E

valuation)、第ｎ因子を活動性(Activity)、第ｍ因子を暖かさ(Warraness)、第IV因子を豪

華さ(Gorgeousness)と意味づけた。また、室の快適性には色相と装備要因の組み合わせが、

室の快活性には明度が、室の暖かさには色相の影響が大きく、室の豪華さには色相と着色

した面積の割合の影響が強く認められた。
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